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研究成果の概要（和文）：社会学を中心に関連諸分野における理論蓄積を検討しつつ、実証分析を重視して研究を進め
た。具体的には、台東区上野の商店街という非常に流動性の高い地区における、ニューカマー外国人を含めたコミュニ
ティ形成の研究を中心に、中国・大連や富山県などでの調査を行った。
一方、研究期間直前に起こった東日本大震災で、もう一つの主要な調査事例地と位置付けていた千葉県柏市は、放射能
のホットスポットという予想外の災禍に見舞われた。その中で、市民の地産農産物への忌避行動の研究は、現代的な移
動と定着を考える上で格好のテーマであり、柏市民と農業者の協働的な問題解決に実践的に取り組み、福島県の関係者
とも積極的な研究交流を行った。

研究成果の概要（英文）：With survey on preceding theoretical studies in sociology and related fields, I ha
ve conducted this research project putting importance on empirical researches. Mainly I have focused on th
e process of community building with new-comer foreign residents in highly fluid Ueno's commercial area, a
nd also conducted some brief researches at Dalien, China and Toyama Pref.
On the other hand, Kashiwa, Chiba which I had assumed as another main research field in this research prog
ram was suffering from radioactive disaster as a "hot spot". In this unpredictable circumstance, I evaluat
ed the research on Kashiwan citizen's avoidance for local farming products as an unique and valuable oppor
tunity to consider the transmigration and settlement within the actual situation. Therefore, I have engage
d in a project of producer-consumer cooperant solution against radioactivity problems in local agriculture
 as an action research, and made academic and practical contact with the researchers in Fukushima Pref.
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１．研究開始当初の背景 

 
現在の日本の地方では、グローバリゼーシ

ョンの潮流から取り残され、移動と社会上昇
への意欲を失い「地元」に滞留する若者たち
と、排除される対象であると同時にグローバ
ルな流動性の高まりに対応して生きようと
する移民・外国人労働者という、非常に性格
が異なり、潜在的にはねじれた対立点を抱え
る人々が居住して否応なく空間を共有し、消
費生活や労働の現場において接点を持つよ
うになっている。しかも、少子高齢化が進行
し、空洞化が目立つ日本の地方都市や郊外都
市で、地域コミュニティや産業の再生を、こ
のような人々がともに担っていかざるを得
ない状況にある。 
これまで若者文化論や階層論の観点から

捉えられていた「ジモト現象」と、エスニシ
ティ研究やグローバリゼーション論で扱わ
れてきた移民・外国人労働者の問題を、具体
的な地域コミュニティを分析の起点とする
ことで、同一地平線上の問題として接続して
都市（地域）社会学的なコミュニティ形成論
として描き出し、移動すること／しない（で
きない）こと、地域に定着してゆくこと／し
ないことの現代的な意味を、理論的かつ実証
的に考察していくことが必要と思われた。 
 
 
２．研究の目的 
 
グローバルな流動性を増す現代社会にお

いて必要とされている、異質な他者に開かれ
ながら地域への愛着を醸成するというコミ
ュニティ形成のあり方はいかにして可能な
のか。移動する人々にとっての「地域」とい
うリアリティを理論的かつ実践的に探求し
つつ、実際には「地域」を共有して暮らして
いる国際移動をする人々と、「地元」に滞留
する若者たちとを、同一線上のコミュニティ
形成論として比較検討することで、移動する
こと／しない（できない）こと、地域に定着
してゆくこと／しない（できない）ことの現
代的な意味を、理論的に考察することを当初
の目的としていた。 
しかし、「地元に滞留する若者たち」のコ

ミュニティ形成を調査する重要なフィール
ドとして想定していた千葉県柏市が、研究開
始直前の福島第一原発事故により、放射能の
ホットスポットとなるという予想外の事態
が発生した。そうした中で、流動性の高い住
宅地であると同時に有力な近郊農業地帯で
もある柏市において、ジグムント・バウマン
が言うところの「土地に縛り付けられた者」
である農業生産者と、消費という行為におい
て「旅行者」という側面を持つ市民との間に
は、モビリティの大きな違いを背景とした地
産農産物をめぐる意識の乖離が発生し、コミ

ュニティの分断とも言える状況が現出した。
もともとアクチュアルな社会状況の中で、実
証的に研究を進めることを企図していた本
研究にとって、市内のさまざまなステイクホ
ルダーの地産農産物への忌避意識（避難とい
う行動はとらないまでも、食物という身体の
一部を「移動」させることを意味する）を起
点に、「移動」と「定着」の現代的意義を探
求していくことは実践的にも非常に有意義
と思われ、研究対象を大きく変えつつ研究関
心はより深化させた形で、本研究プロジェク
トを遂行した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 初年度・二年目は、非常に高い流動性を抱
える一方で「下町」としての強い地域アイデ
ンティティのある、台東区・上野地区の商店
街において、ニューカマー外国人の商店主を
含みこんだ形でのコミュニティ形成のあり
方に関する実証研究を中心とした。具体的に
は、上野２丁目商店街・アメ横商店街での商
店主や商店会関係者を対象とした聞き取り
調査、およびアメ横表通り商店会と調査企画
から協働する形での顧客向けの質問紙調査
（インターネット委託調査）を行った。また、
これらの上野における調査の重要な参照点
とする目的で、震災後に大きな変動のあった
富山県のパキスタン人コミュニティや、中
国・大連の現地採用日本人のコミュニティの
調査などを行った。 
 また、千葉県柏市においては、消費者・生
産者・流通業者・飲食店が協働して地産農産
物における放射能問題の解決を図る「安全・
安心の柏産柏消」円卓会議の立ち上げ・運営
に積極的にコミットし、一種のアクションリ
サーチといった形で、消費者と生産者の地産
農産物をめぐる意識の乖離を切り口に、郊外
都市における「移動／定住」意識の問題を考
察した。３年目にあたる平成２５年度におい
ては、柏市における研究の発展として、被災
地、特に福島県内における研究報告を積極的
に行い、幅広い分野の専門家や一次産業関係
者と研究交流・意見交換を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 上野における研究では、上野２丁目商店街
における聞き取り調査から、これまでの都市
社会学の先行研究では批判的に捉えられる
傾向の強かった「セキュリティ意識」こそが、
流動性の高い繁華街において、ニューカマー
外国人も含めたコミュニティ形成の数少な
い契機となりうることを示し、「多文化都市
におけるセキュリティとコミュニティ形成」
（『社会学評論』）として発表した。 
 柏における研究では、アクションリサーチ
として行った、「安全・安心の柏産柏消」円



卓会議での消費者－生産者の協働による放
射能測定体制の構築の記録を、『みんなで決
めた安心のかたち ポスト 3.11 の地産地消
をさがした柏の１年』（亜紀書房）として発
表した。この実践経験を通じて、消費者側の
リスク回避のオーバーフローと言えるいわ
ゆる「風評」被害の根幹に、消費者と生産者
のモビリティに関する感覚の大きな乖離が
あること、その溝は、「共有している地域へ
の愛着」を出発点にした協働的な関係性の構
築により克服可能であることを示し、福島県
内外で活動するリスク研究、農学ほかの幅広
い専門家および農業・漁業・水産加工業など
の当事者に、重要な先行事例として強い関心
を持って受け止められた。 
 研究成果報告としては、上記に特記したも
ののほかにも、下記のとおりの形で報告・公
表を行っている。ここに記載しているものの
他にも、上野での研究・柏での研究ともに、
当事者へのフィードバックを最大限重要視
し、多数の学外向けのレクチャーやシンポジ
ウム参加を行っている。特に、柏での消費者
と生産者の意識の壁や、それを乗り越えた協
働をめぐる一連の研究は、社会的にも多くの
反響を呼び、新聞各紙、テレビ番組、ラジオ
番組、一般誌、ウェブ記事、農業紙等にも多
数取り上げられ、研究代表者はメディア出演
や寄稿、インタビュー対応やコメント提供な
どの形でそれらにできる限り応じ、積極的な
アウトリーチ活動を行った。 
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